
ラオス国「首都ビエンチャン都市開発マスタープラン策定プロジェクト」  

案件概要 

 

「森の都」とも呼ばれる、緑豊かなラオス国の首都ビエンチャン市では、古くから

人々が自然と共存する生活を送ってきた。しかし、近年の経済成長に伴い、市内の人

口増加が進み、居住環境の悪化、環境汚染、景観の喪失等、様々な都市問題が生じ

つつある。このような都市問題対応するため、首都ビエンチャンは、総合的な都市開

発の計画に基づき、市民及び観光客にとってより魅力を感じられる首都へと志向して

いくことが求められている。これを支援するため、2009 年、JICA は首都ビエンチャン

の 2030 年を目標年次とした新たな都市開発マスタープランの策定を開始した。 

新たなマスタープランでは、首都ビエンチャンを「ラオス及びメコン地域の中心とし

ての拠点」と位置付け、都市経済の発展をいっそう促進するとともに、歴史文化遺産

や自然環境など、都市景観や環境保全に配慮した都市づくりを開発ビジョンとして掲

げた。これを達成するためには、高層ビルが林立する一極集中型の都市ではなく、市

内中心部に集中する人口や産業を中心部外に分散させることが不可欠であり、郊外

の計画的な開発や、適切な規制を実施することが重要であるとされた。 

具体的には、中心市街地から 15～20km にサブセンター（KM2、Thanaleang, 

Dongdock, Naxaithong and Railway town）、郊外にアーバンクラスター（Khok Hae, 

Tha Ngon and Ban Pao）を設置し、その周辺一帯の集落に対して公共・商業サービス

を提供し、中心部からの人口移動をはかるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


